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増加傾向にある. Screen et al.,（2012）では観
測データとモデル実験を元に温暖化によって
海氷面積が減少することで大気の季節的な鉛







行った. 一般的に南極の大気場には Southern 
Annular Mode（SAM）が現れやすい. しかし, 
太平洋の赤道域で El Niño や La Niña が発生
した時期において, 南極の大気場は SAM より
も Pacific South American（PSA） パターン
の方が現れやすい傾向にあることは過去の研
究で説明されている（Udagawa et al., 2009）.






究で示されている（Yuan and Martinson, 













使用しモデルは CCSR/NIES AGCM 5.6 で
水平分解能は波数 42, 鉛直分解能は 20を用い
た. 計算ステップは20分で積分時間は55年だ
が, 等温静止大気から計算を開始しているた




Fig.1 1978 年から 2003 年の期間における 6
月から 12 月の 4 ヶ月平均した海氷密接度と
Antarctic Dipole インデックスとの相関図.  
（contour:相関係数 shade:有意性） 
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め, 最初の 5 年はスピンナップして使用せず, 
解析には後半の 50 年を使用した. 境界条件は
月ごとに季節変化する（Fig.2）. AGCMで ADP
を再現するために, 南極域における海氷等の
衛星観測が始まった 1978 年から 2003 年まで
の海氷密接度のデータを National Snow and 
Ice Data Center（NSIDC）から用いた. 6 月か






2 種類作成した. 1 つ目はアムンゼン・ベリン
グスハウゼン海の海氷が全く張らなかった場
合の実験（Small 実験）で, 2 つ目は同海域で
海氷が最大の状態で張った場合になる. その
他の領域にある海氷の境界条件は何も変えて
いない. また, 1 月から 12 月におけるすべての
期間で海氷の境界条件を変えるのではなく, 











も大きな差がみられた 500hPa 面での 8・9・




3.1 Small 実験 
 コントロールラン実験の 500hPa 面におけ













め, 潜熱・顕熱を Large 実験のものと比較した
（Fig.5）. Fig.5 では, 海氷をなくしてやった
領域で最大 210W/m2の熱が発生していること











Fig.3 Small 実験結果. 500hPa 面での 8・9・
10 月の 3 ヶ月平均ジオポテンシャル高度場を
コントロールラン実験と比較したもの. 線は
差の値を示し, 陰影は有意性を示す.  
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3.2 Large 実験 
 コントロールラン実験の 500hPa 面におけ












が出ていることがわかるが, やはり Small 実
験より低緯度がわから発生していることがわ
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Fig.5 Small 実験と Large 実験の潜熱・顕熱を
比較した結果.  
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Fig.7 Fig.3 と同じ. 但し, Large 実験結果. 
Fig.8 Fig.4 と同じ. 但し, Large 実験結果.  
Fig.9 Fig.6 と同じ. 但し, Large 実験結果.  
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